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弓
を
習
い
は
じ
め
の
頃
、
最
初
の
審
査
会

で
『
弓
道
修
練
の
目
標
に
つ
い
て
述
べ
よ
』

と
出
題
さ
れ
た
事
を
想
い
出
す
。
あ
れ
か
ら

早
や
四
十
有
余
年
が
経
過
し
た
。
当
時
は
弓

道
修
練
の
最
終
目
標
は
、
真
・
善
・
美
の
探

求
で
あ
り
、
真
は
「
誠
」
と
「
正
し
さ
」
を

求
め
て
お
り
、
真
の
弓
は
偽
ら
な
い
と
。
善

は
礼
節
・
和
・
平
常
心
と
云
っ
た
倫
理
の
道

で
あ
る
。
美
と
は
真
な
る
も
の
・
善
な
る
も

の
は
美
し
い
。
こ
の
調
和
を
感
覚
的
に
高
い

も
の
を
具
現
化
す
る
修
養
道
で
あ
る
と
答
案

に
書
い
た
覚
え
が
す
る
。
そ
の
頃
は
こ
の
書

い
た
こ
と
の
真
意
は
殆
ど
判
ら
ず
に
丸
暗
記

で
回
答
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
以
来
機
会
あ
る
度
に
何
回
か
昇
段
昇

格
試
験
を
受
審
さ
せ
て
頂
き
、
そ
の
都
度
術

科
、
学
科
試
験
を
受
け
て
き
た
が
果
し
て
私

の
弓
は
、
こ
の
修
練
目
標
通
り
に
上
達
し
て

き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
逆
に
下
手
に
な

っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
反
省

し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
も
う
一
度
、
射
法
に
お
い
て
は
射

法
八
節
〔
射
法
訓
〕
を
一
か
ら
見
直
し
、
又

精
神
面
に
つ
い
て
は
〔
礼
記
射
義
〕
を
読
み

直
し
反
省
の
糧
と
し
た
い
。

一
、
弓
道
の
要
諦
は
至
誠
と
礼
節
で
あ
る
。

人
に
勝
つ
こ
と
よ
り
誠
実
で
偽
り
の
な
い

心
で
稽
古
に
取
り
組
む
こ
と
。

二
、
弓
道
は
体
育
や
、
健
康
ば
か
り
で
な
く

人
生
を
よ
り
高
く
豊
か
に
す
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
射
即
人
生
と
云
わ
れ

る
通
り
、
日
常
の
躾
や
、
慎
み
、
和
敬
、

克
己
、
反
省
な
ど
の
徳
目
を
体
得
す
る
事

が
大
切
で
あ
る
。

三
、
弓
射
は
真
実
を
探
求
す
る
。
一
射
毎
に

真
実
を
探
求
し
て
精
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

最
も
良
く
出
来
た
と

云
わ
れ
る
一
射
は
、

「
神
人
の
合
一
」
或

い
は「
宇
宙
と
一
体
」

に
な
る
と
云
う
が
、

何
時
こ
の
よ
う
な
射

が
生
ま
れ
る
の
や
ら
、

一
生
掛
か
っ
て
も
生

ま
れ
な
い
か
も
知
れ

な
い
。
現
在
も
哲
学

的
論
究
、
科
学
的
研

究
、
又
禅
的
な
研
究

も
さ
れ
て
い
る
が
、
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弓
に
お
け
る
真
と
は
、
弓
の
冴
え
、
弦
音
、

的
中
に
因
り
立
証
さ
れ
て
い
る
と
も
云
え

る
。

四
、
弓
道
の
倫
理
性
を
指
す
善
が
あ
る
が
、

要
は
人
間
性
、
道
徳
の
問
題
で
あ
る
。
不

争
の
心
、
相
手
を
敬
う
気
持
ち
、
挨
拶
等

々
、
日
常
的
な
こ
と
で
あ
る
。
教
養
、
平

和
、
平
等
な
ど
倫
理
性
を
追
求
し
弓
に
よ

っ
て
親
し
み
協
調
し
心
的
に
も
平
常
心
を

養
う
こ
と
で
あ
る
。
弓
道
を
修
練
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
教
養
と
、
心
の
豊
か
さ
を
高

め
、
自
己
反
省
を
し
て
過
ち
が
あ
れ
ば
こ

れ
を
改
め
よ
う
と
考
え
、
偏
見
や
差
別
を

無
く
し
、
人
と
の
触
れ
合
い
が
深
ま
り
、

人
と
力
を
合
わ
せ
る
協
調
性
を
養
っ
て
ゆ

く
も
の
で
あ
る
。

五
、
美
に
つ
い
て
は
言
葉
通
り
で
、
真
な
る

も
の
、
善
な
る
も
の
は
総
て
美
し
く
芸
術

文
化
で
も
云
わ
れ
る
よ
う
に
相
手
に
感
動

を
与
え
る
美
し
さ
を
、
高
い
目
標
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
先
ず
初
心
に
返
っ
て
、
心

・
身
・
弓
の
調
和
に
努
め
、
正
し
い
心
で
正

射
正
中
が
出
来
る
よ
う
に
、
日
々
稽
古
に
励

み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

又
、
射
行
は
流
水
の
如
く
、
残
身
は
開
花

に
似
た
り
の
教
え
の
よ
う
に
射
品
・
射
格
の

現
れ
る
弓
道
に
近
づ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
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６
月　

日
（
日
）
大
阪
府
、
京
都
府
、
奈

15

良
県
、
三
重
県
、
静
岡
県
、
岐
阜
県
、
愛
知

県
、
福
井
県
、
石
川
県
、
富
山
県
、
新
潟
県
、

和
歌
山
県
、
滋
賀
県
、
兵
庫
県
、
長
野
県
の
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平
成　

年
度
定
時
評
議
員
会
が
５
月　

日

20

30

東
京
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
山

川
会
長
と
出
席
し
ま
し
た
。
山
川
会
長
は
３

月
ま
で
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
理
事
で
し
た
が

任
期
切
れ
で
４
月
か
ら
福
井
県
弓
連
の
前
田

会
長
と
交
代
し
た
関
係
も
あ
り
県
弓
連
も
土

川
副
会
長
に
代
わ
り
山
川
会
長
が
評
議
員
に

な
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
弓
連
の
定
時
評
議
員
会
は
こ
れ
ま
で
５

月
２
日
京
都
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
時
期
ま
で
に
３
月
末
に
年
度
を
締
め
決

算
書
を
作
成
し
、
監
査
を
受
け
て
提
案
で
き

る
ま
で
に
整
え
る
の
は
時
間
的
に
難
し
い
と

い
う
こ
と
で
本
年
度
か
ら
５
月
末
日
に
な
り

ま
し
た
。

　

協
議
事
項
の　

年
度
事
業
報
告
書
、
決
算

19

報
告
書
の
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た

が
、
評
議
員
よ
り
昨
年
の
国
際
記
念
大
会
の

決
算
報
告
の
詳
細
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
の

指
摘
が
あ
り
、
後
日
書
面
に
て
報
告
が
な
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
決
算
報
告
書
は

Ａ
４
、　

ペ
ー
ジ
に
亘
り
、
詳
細
は
省
略
し

31

ま
す
が
、
ま
た
か
い
つ
ま
ん
で
で
も
と
思
い

ま
し
た
が
、
理
解
と
知
識
に
乏
し
く
、
概
略

の
説
明
も
覚
束
な
い
の
が
現
状
で
誠
に
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
お
許
し
く
だ
さ
い
。
勉
強

し
て
機
会
が
あ
れ
ば
報
告
し
ま
す
。
新
役
員

の
構
成
に
つ
い
て
は
通
常
評
議
員
会
の
報
告

で
あ
り
ま
し
た
が
、
副
会
長
２
名
が
交
代
し

ま
し
た
。
ま
た
理
事
に
つ
い
て
は
北
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
を
含
め
３
名
の
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
武
道
協
議
会
・
少
年
武
道
優
良
団
体

推
薦
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
全
日
本
少
年
武

道
練
成
大
会
の
優
秀
賞
及
び
技
能
優
秀
賞
校

か
ら
千
葉
県
栗
ヶ
沢
中
学
校
と
東
京
都
吉
祥

女
子
中
学
校
を
推
薦
し
た
旨
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、
全
弓
連　

周
年
記
念

60

事
業
は
、
あ
く
ま
で
も
案
の
段
階
で
あ
る
が
、

　

年　

月　

日
（
土
）
に
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

21

10

17

ル
に
て
式
典
と
祝
賀
会
、　

日
（
日
）
に
中

18

央
道
場
と
至
誠
館
で
５
名
に
よ
る
地
連
対
抗

戦
（
錬
士
、
教
士
、　

歳
以
上
、
女
性
、
高

70

校
生
）
を
行
う
。
ま
た　

年　

月
に　

周
年

21

12

60

記
念
誌
を
発
行
予
定
と
の
話
が
あ
っ
た
。

　

全
弓
連
事
務
局
の
改
革
と
し
て
、
中
学
生

武
道
の
必
修
化
な
ど
の
ジ
ュ
ニ
ア
対
策
或
い

は
公
益
法
人
化
な
ど
の
事
業
の
多
様
化
で
岸

記
念
会
館
が
手
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
き
た
こ

と
へ
の
対
策
と
し
て
分
室
を
設
け
、
ル
ー
チ

ン
業
務
を
行
う
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

以
上
概
略
を
報
告
し
ま
す
。

参
段
以
上
の
女
子
を
参
加
資
格
と
す
る
、
全

日
本
弓
道
大
会
（
中
日
本
の
部
）
が
４
４
４

名
の
参
加
者
に
よ
り
、
新
築
さ
れ
た
松
本
市

弓
道
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

前
回
の
開
催
は
、
平
成
４
年
の
第　

回
大

27

会
で
あ
り
、　

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し

15

た
。

　

大
会
は
、
企
画
・
立
案
・
運
営
ま
で
全
て

女
性
が
中
心
で
進
め
ら
れ
、
立
派
な
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

�
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○
６
月　

日
／
松
本
市
弓
道
場

15

　
　

参
加
者　
　

名
444

▽
参
・
四
段
の
部

①
毛
受
里
奈
（
愛
知
県
）
②
滝
本
美
津
子

（
石
川
県
）
③
菊
池
寿
美
子
（
長
野
県
）

▽
五
段
の
部

①
永
野
美
樹
子
（
愛
知
県
）
②
犬
童
律
子

（
静
岡
県
）
③
高
井
公
子
（
岐
阜
県
）

▽
称
号
受
有
者
の
部

①
元
永
幸
枝
（
愛
知
県
）
②
米
沢
美
智
子

（
長
野
県
）
③
大
上
雅
子
（
大
阪
府
）
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佐竹万里子大会長の矢渡佐竹万里子大会長の矢渡
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松
本
弓
道
会
の
念
願
で
あ
っ
た
、
新
弓
道

場
が
３
月　

日
竣
工
式
を
迎
え
る
こ
と
が
出

23

来
ま
し
た
。

　

松
本
市
弓
道
場
は
、
東
に
美
ヶ
原
、
西
に

北
ア
ル
プ
ス
が
眺
望
出
来
る
岳
都
松
本
市
街

地
に
位
置
し
、
一
階
に
近
的　

人
立
、
二
階

12

に
遠
的
６
人
立
の
射
場
と
選
手
控
え
の
ロ
ビ

ー
も
広
く
、　

席
の
会
議
室
、
各
設
備
の
整

102

っ
た
立
派
な
道
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

竣
工
式
な
ら
び
に
道
場
開
き
に
は
、
菅
谷

松
本
市
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
松
本
弓
道

会
百
瀬　

正
教
士
に
よ
る
「
蟇
目
の
儀
」
山

川
県
弓
連
会
長
の
「
巻
藁
射
礼
」、
松
本
弓

道
会
長
関
沢
錬
士
の
「
矢
渡
」
会
員
に
よ
る

一
手
祝
射
の
お
ご
そ
か
な
弓
道
儀
式
に
、
近

隣
の
招
待
関
係
者
か
ら
は
暖
か
い
ご
理
解
と

賛
辞
を
い
た
だ
き
、
再
度
の
見
学
申
し
込
み

に
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

６
月
１
日
に
は
、
落
成
記
念
大
会
を
開
催
。

県
弓
連
名
誉
会
長
宮
澤
範
士
の「
巻
藁
射
礼
」

県
弓
連
副
会
に
よ
る
「
四
人
一
つ
的
射
礼
」

に
始
ま
り
、
県
下
各
地
か
ら
お
祝
い
に
か
け

つ
け
て
く
れ
た　

人
余
で
、
成
功
裏
に
終
了

250

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
松
本
市
弓
道
場
の
柿
落
し
に
相

応
し
大
き
な
行
事
と
し
て
、
６
月　

日
に
全

15

日
本
女
子
弓
道
大
会
（
中
日
本
の
部
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

梅
雨
季
の
な
か
晴
天
に
恵
ま
れ
、
総
勢　
500

人
に
よ
り
大
会
長
佐
竹
範
士
の
矢
渡
の
あ
と

競
技
も
な
ご
や
か
な
う
ち
に
全
て
順
調
に
進

み
、
再
会
を
期
し
て
各
県
の
選
手
の
皆
さ
ん
を

お
見
送
り
出
来
た
の
も
、
関
係
者
各
位
の
協
力

と
熱
意
の
た
ま
も
の
と
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
松
本
市
弓
道
場
落
成
式
に
か
か

わ
る
一
連
の
行
事
も
無
事
に
終
わ
り
、
こ
れ

か
ら
は
弓
道
を
愛
す
る
よ
り
多
く
の
人
達
に
、

開
か
れ
た
弓
道
場
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

松
本
弓
道
会
長　

関
沢
喜
内

○
６
月
１
日
／
松
本
市
弓
道
場

　
　

参
加
者　

高
校　

名　

一
般　

名

100

152

▽
高
校
の
部

①
前
田
洋
介
（
県
ヶ
丘
）
②
松
井
優
太
（
深

志
）
③
渡
邉
研
二
郎
（
県
ヶ
丘
）
④
土
屋
夕

貴
（
松
商
）
⑤
森　

昇
平
（
県
ヶ
丘
）

▽
一
般
の
部

①
吉
田
博
行
（
松
本
）
②
松
倉　

志
（
長
野
）

③
常
盤
三
男
（
飯
伊
）
④
深
澤
健
二
（
松
本
）

⑤
平
松
鉄
兵
（
信
大
）
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道場開き巻藁射礼（山川会長）

記念大会巻藁射礼（宮澤範士）
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全日本女子弓道大会（中日本の部）全日本女子弓道大会（中日本の部）
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５
月　

日
、　

日
北
信
越
地
区
指
導
者
講

17

18

習
会
が
金
沢
市
、
石
川
県
立
武
道
館
弓
道
場

で
開
か
れ
た
。
石
川
、
福
井
、
新
潟
、
富
山

各
５
名
、
長
野
７
名
合
計　

名
で
し
た
。

27

　

講
師
の
先
生
は
、
岡
崎
廣
志
範
士
、
本
多

政
和
範
士
、
宮
脇
保
博
範
士
。

　

第
一
日
目
、
岡
崎
先
生
の
矢
渡
、
見
事
な

一
文
字
の
離
れ
を
、
ま
ず
目
で
勉
強
を
し
ま

し
た
。

　

宮
脇
先
生
、
本
多
先
生
に
よ
り
介
添
の
評

価
と
指
導
が
あ
り
、
そ
の
後
受
講
者
全
員
の

一
手
行
射
、
先
生
方
の
講
評
注
意
点
。
入
場

か
ら
本
座
ま
で
の
運
び
が
狭
い
、
遅
い
、
固

い
、
目
が
前
の
人
の
足
を
見
て
い
る
。
矢
番

え
動
作
筈
が
見
え
る
。
射
技
面
で
は
、
大
三

へ
の
移
行
が
拙
い
型
だ
け
。
打
起
し
よ
り
大

三
が
低
い
。
執
弓
の
姿
勢
手
が
低
い
。
前
に

あ
る
。
親
指
を
伸
ば
す
な
に
ぎ
れ
。
離
れ
が

別
の
力
の
人
が
多
い
。
胸
を
開
く
は
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
戸
が
開
く
様
に
一
直
線
上
を
。

な
ど
注
意
を
受
け
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
岡
崎
先
生
の
講
話
が
あ
っ
た
。

弓
は
、
い
ろ
い
ろ
積
み
重
な
っ
て
も
最
後
に

離
れ
が
あ
る
。
離
れ
が
良
け
れ
ば
、
七
難
隠

す
。
一
本
の
線
上
に
矢
と
体
が
あ
る
。
伸
び

合
っ
て
一
文
字
に
、
体
を
開
け
。
離
し
て
残

身
を
取
る
か
ら
、
色
々
出
る
。

　

弓
道
は
精
神
格
闘
技
で
あ
り
、
胆
錬
道
で

あ
る
。
胆
を
磨
け
。
と
お
話
の
後
、 

の
使

い
方
を
図
で
説
明
し
て
下
さ
り
、
右
肘
は
後

ろ
へ
引
く
な
、
矢
と
平
行
に
力
が
働
け
ば
、

弦
枕
が
開
い
て
く
る
。
離
そ
う
と
す
る
と
戻

る
。
掛
け
た
ま
ま
一
文
字
に
離
れ
ろ
。
な
ど

の
講
話
が
あ
っ
た
。

　

午
後
は
、
班
別
射
技
指
導
。
一
ツ
的
射
礼

を
全
員
が
行
い
、
一
日
目
が
終
了
。

　

二
日
目
は
、
本
多
先
生
、
宮
脇
先
生
の
一

ツ
的
射
礼
、
質
疑
応
答
の
他
は
、
終
日
班
別

射
技
指
導
が
あ
り
、
矢
数
も
多
く
、
大
変
勉

強
に
な
り
、
有
意
義
な
講
習
会
で
あ
っ
た
。

���
��������	
��
�����

��

教
士
六
段　

百　

瀬　
　

正

長
野
支
部 
長
野
運
動
公
園
弓
道
ク
ラ
ブ

��
��
��
�
（
五
段
）

　

職
場
の
弓
道
愛
好
者
の
誘
い
で
、
善
光
寺

弓
道
場
を
訪
ね
、
故
林
亮
天
師
（
第
三
代
県

連
会
長
）
の
行
射
を
拝
見
し
た
の
が
、
私
と

弓
道
の
最
初
の
出
会
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
時
、「
不

動
の
的
」と「
自

分
の
心
の
持
ち

方
」
に
つ
い
て

拝
聴
し
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
四

十
余
年
、
今
日

い
ま
だ
、
気
持

ち
が
的
に
と
ら

わ
れ
射
に
迷
い
が
あ
り
ま
す
。

　

転
勤
に
よ
り
県
内
の
範
士
・
教
士
の
先
生

に
ご
指
導
い
た
だ
く
好
機
に
め
ぐ
ま
れ
ま
し

た
。

　

長
野
で
は
、
故
山
内
成
豊
先
生
の
力
学
・

骨
格
の
こ
と
に
触
れ
な
が
ら
の
ご
指
導
が
心

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

松
本
の
、
故
百
瀬
豊
先
生
の
息
合
い
・
体

配
の
厳
し
い
ご
指
導
も
印
象
深
い
経
験
で
し

た
。

　

何
回
か
の
審
査
を
受
験
し
た
中
で
、
一
番

の
印
象
に
残
る
思
い
で
は
、
塩
尻
弓
道
場
が

会
場
と
な
っ
た
四
段
審
査
で
す
。

　

五
人
の
第
一
射
手
で
入
場
、
行
射
の
結
果

「
自
分
と
し
て
は
中
り
も
あ
っ
た
し
、
満
足

の
射
だ
っ
た
」
の
思
い
も
、
結
果
不
合
格
。

第
五
射
手
の
受
験
者
は
「
中
り
無
し
」
し
か

し
合
格
。

　

審
査
会
終
了
後
、
百
瀬
豊
審
査
委
員
長
の

言
葉
「
五
人
の
入
退
場

・
行
射
、
動
作
・
間
合

い
が
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
。

事
前
の
打
ち
合
わ
せ
を

し
て
い
な
い
。
第
一
射

手
の
責
任
で
あ
る
」

　

四
段
の
重
さ
を
感
じ

た
審
査
会
で
し
た
。

　

仕
事
の
関
係
で
、
約

二
十
年
弓
道
空
白
の
後
、

平
成
十
年
長
野
運
動
公
園
弓
道
ク
ラ
ブ
に
入

会
さ
せ
て
い
た
だ
き
宮
澤
廣
範
士
・
大
久
保

秀
雄
範
士
・
小
林
義
行
範
士
先
生
方
の
ご
指

導
が
受
け
ら
れ
る
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
大
久
保
前
会
長
の
挨
拶
の
な
か
で

 「
弓
友
、
皆
師
な
り
」
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
日
ク
ラ
ブ
会
員
百
余
名
の
み
な
さ
ん
を

皆
友
と
し
、
師
と
し
て
弓
道
を
今
後
も
楽
し

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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四
月
五
日
、
六
日
の
二
日
間
、
県
営
飯
田

弓
道
場
で
、
講
師
に
範
士
八
段
秋
山
照
美
先

生
を
お
迎
え
し
て
、
四
十
二
歳
か
ら
八
十
五

歳
の
女
子
称
号
者
三
十
五
名
が
、
受
講
し
ま

し
た
。

第
一
日
目　

矢
渡
後
介
添
評
価

　

知
っ
て
る
つ
も
り
、
で
き
て
る
つ
も
り
に

な
り
が
ち
で
あ
る
。
射
手
中
心
で
あ
る
こ
と
。

射
手
へ
の
気
づ
か
い
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
。

呼
吸
を
つ
か
う
。
退
が
る
時
、
屈
体
と
伸
長

を
、
途
切
れ
な
い
よ
う
に
行
い
、
最
短
で
戻
る
。

　

一
手
行
射
の
講
評
、
講
話

　

基
本
重
視
。
先
導
の
足
づ
か
い
。
角
を
と

る
時
た
め
な
い
。
間
伸
び
し
な
い
。
開
き
足

の
確
認
。
弓
道
は
点
（
弓
手
、
妻
手
、
丹
田
）

線
（
足
踏
み
、
的
の
中
心
と
親
指
、
弓
と
身

体
、
矢
と
床
面
）
円
（
円
相
、
弓
構
え
、
執

弓
の
姿
勢
、
襷
さ
ば
き
）
で
成
り
立
っ
て
い

る
。
女
性
な
ら
で
は
の
心
配
り
、
き
ち
ん
と

し
た
着
付
け
、
紋
に
も
気
配
り
、
肌
着
が
見

え
な
い
工
夫
、
常
に
男
性
の
中
に
い
る
、
と

い
う
意
識
。
筋
力
は
男
性
に
比
べ
、
十
年
早

く
衰
え
て
ゆ
く
。
骨
格
、
体
型
、
筋
力
の
維

持
を
、
心
が
け
る
。
自
分
は
、
ど
う
い
う
弓

を
引
き
た
い
か
。
ど
う
生
き
た
い
か
。

　

基
本
体
の
研
修

　

山
川
県
弓
連
会
長
に
も
ご
指
導
い
た
だ
い

て
、
歩
行
練
習
。
入
退
場
、
礼
、
揖
、
の
練

習
。
歩
行
中
の
被
せ
足
、
引
き
足
は
し
な
い
。

　

射
技
指
導

　

受
講
生
五
人
一
組
で
、
射
手
、
前
、
後
、

矢
の
り
、
ゆ
が
み
を
見
合
い
ま
し
た
。
気
づ

い
た
点
を
言
っ
て
も
ら
い
、
お
互
い
の
体
配
、

射
も
見
て
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
二
日
目

　

二
射
場
で
、
持
ち
的
射
礼
、
取
り
懸
け
、

物
見
返
し
、
原
則
の
間
合
い
、
一
つ
的
射
礼

二
人
、
三
人
、
四
人
の
場
合
い
。
立
射
礼
を

各
自
一
回
練
習
し
、
見
取
り
稽
古
を
し
ま
し

た
。
一
手
行
動
は
気
迫
に
あ
ふ
れ
た
、
仕
上

げ
に
な
り
ま
し
た
。

　

講
師
の
秋
山
照
美
先
生
は
、
優
雅
の
う
ち

に
、
容
姿
凜
然
た
る
こ
と
。
の
言
葉
通
り
の

先
生
で
、
疲
れ
を
見
せ
ら
れ
な
い
、
二
日
間

で
し
た
。
短
い
時
間
に
も
思
わ
れ
、
充
実
感

に
満
た
さ
れ
た
講
習
会
で
し
た
。
こ
の
よ
う

な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝

し
ま
す
。
練
習
を
重
ね
、
次
回
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

��������	
��
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会
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昭
和　

年
ま
で
東
町
に
あ
っ
た
三
人
立
の

63

近
的
道
場
が
大
町

運
動
公
園
に
移
転

し
て　

年
と
な
る

20

今
秋
、
遠
的
道
場

が
建
設
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
さ
ほ
ど
会

員
も
多
く
な
か
っ

た
の
に
、
故
千
村

萬
次
郎
先
生
は

「
大
き
い
道
場
を

造
っ
て
も
ら
え
」

と
現
道
場
の
見
取

り
図
を
描
き
ま
し

た
。
隣
接
の
松
林

も
切
り
払
い
遠
的

場
を
整
地
し
て
も

ら
い
、
さ
ら
に
道
場
の
建
設
も
市
に
陳
情
し

て
あ
っ
た
の
で
今
回
の
建
設
と
な
り
ま
し
た
。

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
重
要
性
で
す
ね
。

　

さ
て
、
大
町
の
「
若
一
王
子
神
社
」
に
は

稚
児
の
流
鏑
馬
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
か
つ

て
当
地
を
治
め
た
で
あ
ろ
う
武
士
達
の
伝
統

を
想
う
時
、
こ
こ
に
住
む
我
々
の
心
に
は
弓

矢
に
対
す
る
あ
こ
が
れ
と
畏
敬
の
念
が
子
供

の
頃
か
ら
育
ま
れ
ま
す
。

　

昨
年
は
大
町
高
校
か
ら
国
体
に
県
代
表
と

し
て
２
名
の
若
武
者
が
出
場
し
大
活
躍
し
た

こ
と
が
記
憶
に
新
し
く
、
今
秋
の
遠
的
道
場

竣
工
に
よ
り
世
界
平
和
に
も
貢
献
の
で
き
る

心
身
の
鍛
練
が
備
わ
っ
た
さ

ら
に
多
く
の
弓
士
を
送
り
出

す
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

現
在
大
北
支
部
の
大
町
弓

道
会
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
が
、
隔
月
で
池
田
弓
道
会

と
研
修
会
を
交
互
に
行
っ
て
、

会
員
間
の
交
流
と
親
睦
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　

会
の
練
習
日
は
月
水
金
の

夜
７
時
か
ら
９
時
ま
で
、
個

人
で
利
用
の
時
は
体
育
館
で

申
し
込
め
ば
い
つ
で
も
使
用

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

毎
年
６
月
の
火
木
の
昼
間

１
時
か
ら
と
水
金
の
夜
７
時

か
ら　

時
間
の
弓
道
教
室
を

30

計
画
し
て
、
弓
道
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

会
一
番
の
行
事
は
、　

回
を
重
ね
た
大
町

54

市
制
記
念
県
下
弓
道
大
会
で
、
今
年
は
８
月

　

日
に
行
わ
れ
ま
す
。
優
勝
旗
が
「
長
野
県

31弓
道
連
盟
旗
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
県
弓
連

七
不
思
議
の
ひ
と
つ
で
し
ょ
う
か
。

５月度例会　筆者前列右端
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６
月
７
日
〜
８
日
長
野
運
動
公
園
弓
道
場

で
、
長
野
県
高
校
総
体
が
開
催
さ
れ
た
。

▽
男
子
個
人
（　

射
）

12

①
塚
田
滉
巳
（
伊
那
北
）　
12

中
②
安
藤
直
貴
（
須
坂
東
）

　

中
③
宮
島
凌
（
上
田
東
）

12
　

中
10▽

女
子
個
人
（　

射
）

12

①
吉
田
美
都
（
松
商
学
園
）

　

中
②
今
井
美
咲
（
文
大
長

11野
）　

中
③
西
村
柚
実
里（
伊

11
那
西
）　

中
10

（
男
女
と
も
１
、
２
位
が
７

月　

日
〜　

日
埼
玉
県
川
越

28

31

市
で
開
催
の
全
国
大
会
に
出

場
）

▽
男
子
団
体

①
上
田
東
（
手
塚
暁
・
宮
入

貴
文
・
大
平
佳
慎
・
西
川
卓

也
・
宮
島
凌
・
井
出
健
人
・

郷
津
良
太
）
②
岩
村
田
③
上

田
千
曲

▽
女
子
団
体
①
飯
田
女
子

（
清
水
菜
美
・
松
村
摩
友
・

梅
村
恵
里
花
・
松
村
摩
衣
・

宇
佐
見
昌
世
・
唐
澤
舞
・
倉

田
千
鶴
）
②
下
諏
訪
向
陽
③
文
大
長
野

（
男
女
と
も
１
位
が
７
月　

日
〜　

日
埼
玉

28

31

県
川
越
市
で
開
催
の
全
国
大
会
に
、
３
位
ま

で
が
６
月　

日
〜　

日
に
富
山
県
射
水
市
で

21

22

開
催
の
北
信
越
大
会
に
出
場
）

知事表彰受賞を伊那市長に報告
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４
月　

日
、
駒
ヶ
根
市
営
弓
道
場
に
お
い

13

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
正
に
春
爛

漫
、
野
辺
に
若
草
晴
天
の
下
、
道
場
近
辺
の

桜
を
愛
で
な
が
ら
の
大
会
で
し
た
。

　

大
会
は
、
山
川
会
長
の
気
合
い
と
充
実
感

の
あ
る
矢
渡
か
ら
始
ま
り
、　

チ
ー
ム
（　

14

42

名
）
に
よ
り
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
一
回
戦
は
、
気
合
い
が
入
り
過
ぎ
た
り
、

緊
張
し
た
り
と
な
か
な
か
普
段
の
的
中
を
出

せ
な
い
選
手
も
い
た
よ
う
で
す
が
、
今
後
大
会

に
数
多
く
参
加
し
て
、
技
を
磨
い
て
く
だ
さ
い
。

競
技
部
長　

大
蔵　

務

▽
団
体
リ
ー
グ
戦

１
位　

長
野
県
信
用
組
合
（
３
勝
０
敗
）

　

井
垣
貴
夫
・
吉
田
博
之
・
佐
々
木
真
弥

２
位　

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
（
１
勝
２
敗
）

　

小
越　

剛
・
若
林
淳
一
・
内
山
喜
照

３
位　

Ｊ
Ｒ
長
野
支
社
（
１
勝
２
敗
）

　

踏
分
英
世
・
降
旗
正
智
・
新
津
一
夫

▽
個
人

１
位　

新
津
一
夫
（
Ｊ
Ｒ
長
野
支
社
）

２
位　

内
山
喜
照
（
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
）

３
位　

牧
内
和
宏
（
中
電
長
野
A
）

（
団
体
上
位
２
チ
ー
ム
が
６
月
６
日
〜
８
日

新
潟
市
で
開
催
の
全
国
大
会
に
出
場
）

　

山
川
茂
樹
会
長
は
、
６
月
６
日
長
野
県
知

事
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
を
授
与
さ
れ
た
。

　

山
川
会
長
は
、
長
年
の
功
労
に
よ
り
過
去

平
成　

年 
長
野
県
体
育
協
会
長
表
彰 （
有
功
章
）

10

平
成　

年 
全
日
本
弓
道
連
盟
（
功
労
章
）

11

平
成　

年 
日
本
体
育
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指

12

          導
者
功
労

平
成　

年 
長
野
県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰 （
社

13

          会
体
育
功
労
）

を
受
賞
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
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（７）長野県弓道連盟広報 � � � � � 2008年（平成20年）７月５日 第26号
　

６
月　

日
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
は
あ

22

り
ま
し
た
が
、
全
日
本
選
手
権
大
会
県
予
選

と
、
本
大
会
は
最
高
レ
ベ
ル
の
試
合
と
い
う

こ
と
で
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
気
合
い
に
満
ち

た
顔
つ
き
で
集
合
し
て
き
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
男
子
参
段
以
下
の
部
、
男
子

四
・
五
段
の
部
の
決
勝
で
は
、
白
熱
し
た
戦

い
で
大
変
見
応
え
の
あ
る
試
合
で
し
た
。

　

ち
な
み
に
的
中
率
は
、
男
子
参
段
以
下
の

部　

％
、
男
子
四
・
五
段
の
部　

%
、
女
子

51.0

51.6

四
段
以
下
の
部　

％
、
女
子
五
段
以
上
の
部

43.8

　

％
、
称
号
受
有
者
の
部　

％
で
し
た
。

40.0

43.0

競
技
部
長　

大
蔵
務　

６
月　

日
／
塩
尻
市
弓
道
場

22

参
加
者　
　

名
97

〔
男
子
〕

▽
参
段
以
下
の
部

　
　

①
小
笠
原
裕
樹
（
上
伊
那
）

　
　

②
井
口
正
弘
（
上
伊
那
）

　
　

③
下
島
俊
明
（
上
伊
那
）

▽
四
・
五
段
の
部

　
　

①
手
塚
信
一
郎
（
上
伊
那
）

　
　

②
松
井
幸
彦
（
安
曇
）

　
　

③
中
村　

宏
（
諏
訪
）

▽
称
号
受
有
者
の
部

　
　

①
押
金　

孝
（
上
小
）

　
　

②
新
津
一
夫
（
長
鉄
）

　
　

③
土
屋
義
雄
（
中
高
）

〔
女
子
〕

▽
四
段
以
下
の
部

　
　

①
林　

玲
子
（
飯
伊
）

　
　

②
戸
田
裕
子
（
上
小
）

　
　

③
丸
山
真
弓
（
松
本
）

▽
五
段
以
上
の
部

　
　

①
松
下
は
る
み
（
長
野
）

　
　

②
窪
田
和
恵
（
大
北
）

　
　

③
木
村
由
起
子
（
飯
伊
）

▽
射
技
優
秀
賞

　
　

下
島
俊
明
（
上
伊
那
）

　
　

亀
岡
英
司
（
南
佐
久
）

　
　

小
澤
剛
志
（
上
伊
那
）
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５
月　

日
／
長
野
運
動
公
園
弓
道
場

24

　
　

参
加
者　
　

名
39

▽
県
大
会

　

１
位　

百
瀬　

稔
（
松
本
）

　

２
位　

宮
川　

登
（
上
小
）

　

３
位　

井
堀
孝
雄
（
長
鉄
）

▽
全
国
大
会
県
代
表
選
手

　

監
督　

宮
川　

登
（
上
小
）

　

選
手　

百
瀬　

稔
（
松
本
）

　
　
　
　

宮
川　

登
（
上
小
）

　
　
　
　

井
堀
孝
雄
（
長
鉄
）

　
　
　
　

木
村
匡
房
（
飯
伊
）

　
　
　
　

水
野
悦
子
（
飯
山
）

　

補
欠　

横
川
善
一
（
安
曇
）

　
　
　
　

土
屋
明
夫
（
上
小
）

（
全
国
大
会
は
、　

月　

日
〜　

日
鹿
児
島

10

25

28

県
で
開
催
）

　

５
月　

日
／
上
田
城
趾
公
園
弓
道
場

11

　
　

参
加
者
男
子　

名
・
女
子　

名

41

33

▽
男
子
県
代
表
選
手

　
　
　

小
林　

克
（
松
本
）

　
　
　

大
口
晴
男
（
飯
山
）

　
　
　

寺
島
信
夫
（
松
本
）
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宮
坂
博
之
（
諏
訪
）

　
　
　

新
津
一
夫
（
長
鉄
）

▽
女
子
県
代
表
選
手

　
　
　

降
旗
奉
子
（
諏
訪
）

　
　
　

棚
田
千
鶴
（
長
野
）

　
　
　

花
岡
の
り
子
（
諏
訪
）

　
　
　

松
澤
み
さ
子
（
須
高
）

　
　
　

関
島
美
奈
子
（
飯
伊
）

（
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
は
、
７
月　

日
富

27

山
県
射
水
市
で
開
催
）
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長野県弓道連盟広報（８）� � � � �2008年（平成20年）７月５日 第26号
　

６
月　

日
〜　

日
、
富
山
県
射
水
市
大
島

21

22

弓
道
場
に
お
い
て
、
北
信
越
高
等
学
校
弓
道

大
会
が
開
催
さ
れ
、
個
人
、
団
体
、
男
女
と

も
長
野
県
勢
の
活
躍
が
目
覚
ま
し
か
っ
た
。

▽
女
子
団
体

①
下
諏
訪
向
陽
（
遠
藤
さ
や
か
・
高
戸
結
実

・
中
畑
友
里
・
細
井
美
季
・
米
山
美
由
紀
・

酒
井
里
映
・
末
永
照
美
）
②
飯
田
女
子
（
清

水
菜
美
・
松
村
摩
友
・
梅
村
恵
里
花
・
松
村

摩
衣
・
宇
佐
見
昌
世
・
唐
澤
舞
・
倉
田
千
鶴
）

③
文
大
長
野
（
福
島
愛
理
・
中
村
美
智
・
今

井
美
咲
・
池
田
梓
・
山
田
優
衣
・
松
倉
美
咲

・
松
木
彩
乃
）
③
鹿
西
（
石
川
）

▽
男
子
団
体

①
新
発
田
（
新
潟
）
②
羽
昨
（
石
川
）
③
上

田
千
曲
（
山
本
裕
也
・
中
村
冬
生
・
狩
野
裕

・
原
貴
司
・
宮
本
靖
孝
・
小
暮
宏
幸
）
③
富

山
第
一
（
富
山
）

▽
女
子
個
人

①
米
山
美
由
紀
（
下
諏
訪
向
陽
）
②
高
戸
結

実
（
下
諏
訪
向
陽
）
③
清
水
菜
美
（
飯
田
女

子
）

　

５
月
２
日
〜
３
日
／
京
都
市
勧
業
館

▽
有
段
者
の
部

　

４
位　

志
村　

仁
（
五
段
・
諏
訪
）

　

５
位　

柴　

種
徳
（
五
段
・
上
伊
那
）

○
６
月　

日
〜　

日
／
県
営
飯
田
弓
道
場

28

29

▽
少
年
男
子

　
　
　

安
藤
直
貴
（
須
坂
東
）

　
　
　

斉
藤
秀
和
（
岩
村
田
）

　
　
　

宮
島　

凌
（
上
田
東
）

補
欠　

林　

義
徳
（
木
曽
青
峰
）

▽
少
年
女
子

　
　
　

岩
岡　

恵
（
県
ケ
丘
）

　
　
　

澤
田　

茜
（
長
野
日
大
）

　
　
　

西
村　

柚
実
里
（
伊
那
西
）

補
欠　

佐
塚　

仁
美
（
岩
村
田
）

▽
成
年
男
子

　
　
　

中
村　

宏
（
諏
訪
）

　
　
　

亀
岡
英
司
（
南
佐
久
）

　
　
　

志
村　

仁
（
諏
訪
）

補
欠　

市
川
隆
光
（
諏
訪
）

▽
成
年
女
子

　
　
　

戸
田
裕
子
（
上
小
）

　
　
　

高
山
寿
恵
（
下
伊
那
）

　
　
　

栗
林　

薫
（
松
本
）

補
欠　

高
地
美
佐
子
（
上
小
）

○
平
成　

年
度
推
薦　

５
月
１
日

20

◆
教
士
の
部　

降
旗
昭
雄
（
諏
訪
）

○
定
期
中
央
審
査　

５
月
４
日　

京
都

◆
六
段
の
部　

堀
内
英
征　
（
上
小
）

　
　
　
　
　
　

井
垣
貴
夫　
（
松
本
）

○
錬
士
臨
時
中
央
審
査　

５
月
６
日　

京
都

◆
錬
士
の
部　

下
平
春
夫　
（
飯
伊
）

○
東
海
臨
時
中
央
審
査　

５
月　

日　

岐
阜

25

◆
六
段
の
部　

相
原
由
美
子
（
小
諸
）

　
　
　
　
　
　

永
島
淑
子　
（
長
野
）

◆
錬
士
の
部　

花
岡
の
り
子
（
諏
訪
）

○
信
越
連
合
審
査　

６
月
１
日　

新
潟

◆
五
段
の
部　

林
英
彦
（
中
高
）

５
月　

日
〜　

日
／
石
川
県
立
武
道
館

17

18

教
士
七
段　

小
林　

克

教
士
六
段　

百
瀬　

正　

山
浦　

博

　
　
　
　
　

水
野
悦
子　

新
津
一
夫

　
　
　
　
　

奥
山
誠
治　

宮
坂
博
之

６
月　

日
〜　

日
福
井
県
立
武
道
館
弓
道
場

28

29

錬
士
六
段　

降
旗
奉
子　

鷹
野
昌
子

　
　
　
　
　

半
田
綾
子　

久
保
田
智
恵

　
　
　
　
　

丸
山
仙
子　

相
原
由
美
子

錬
士
五
段　

高
木
涼
子

◆
北
信
越
地
区
指
導
者
講
習
会
受
講
者
◆
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審
査

合

格

者

◆
北
信
越
地
区
女
子
講
習
会
受
講
者
◆
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�
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�
�
�
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○
４
月
６
日
／
駒
ヶ
根
市
弓
道
場

　
　

参
加
者　

高
校　

名　

一
般　

名

123

60

▽
団
体

①
下
諏
訪
向
陽
Ｃ
（
津
端
・
新
村
・
平
林
）

②
豊
丘
（
熊
谷
・
高
山
・
松
枝
）
③
飯
田
風

越
Ｂ
（
平
澤
・
南
島
・
牧
野
）

▽
個
人　

高
校
男
子

①
平
林
和
樹
（
下
諏
訪
向
陽
）
②
伊
東
信
司

（
伊
那
弥
生
）
③
南
島
諒
輔
（
飯
田
風
越
）

▽
個
人　

高
校
女
子

①
上
島
由
都
（
伊
那
北
）
②
金
子
麻
希
（
伊

那
弥
生
）
③
城
取
実
央
（
赤
穂
）

▽
個
人　

一
般

①
中
村
美
穂
（
上
伊
那
）
②
松
枝
敏
広
（
飯

伊
）
③
杉
山
滋
志
（
上
伊
那
）―

鈴
木
清
重
―

○
４
月　

日
〜　

日
／
帝
産
ロ
ッ
ヂ

12

13

　
　

参
加
者　

名
26

①
中
村
宏
（
諏
訪
）
②
市
川
隆
光
（
諏
訪
）

③
亀
岡
英
司
（
南
佐
久
）
④
米
山
美
奈
（
諏

訪
）
⑤
前
田
洋
介
（
県
高
）

―
亀
岡
英
司
―

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

�
�
�
�



（９）長野県弓道連盟広報 � � � � � 2008年（平成20年）７月５日 第26号

○
４
月　

日
／
護
国
神
社
弓
道
場

29

　
　

参
加
者　

高
校　

名　

一
般　

名

122

100

▽
近
的　

高
校
個
人

①
高
津
香
奈
絵
（
松
本
深
志
）
②
斉
藤
一
奈

（
穂
高
商
）
③
吉
田
美
都
（
松
商
学
園
）
④

青
木
祥
子
（
松
本
深
志
）
⑤
松
井
優
太
（
松

本
深
志
）

▽
近
的　

一
般
個
人

①
中
村
美
穂
（
伊
那
）
②
志
賀
裕
之
（
信
大
）

③
片
野
英
明
（
信
大
）
④
矢
澤
有
史
（
松
本
）

⑤
小
林
大
志
（
国
体
Ａ
）

▽
近
的　

高
校
団
体

①
松
本
深
志
Ａ
（
高
津
・
青
木
・
奥
村
）
②

豊
科
Ｂ
（
大
平
・
六
井
・
三
宅
）
③
松
商
学

園
Ａ
（
百
瀬
・
土
屋
・
吉
田
）

▽
近
的　

一
般
団
体

①
国
体
Ａ
（
亀
岡
・
小
林
・
井
垣
）
②
信
大

Ａ
（
志
賀
・
日
比
・
平
松
）
③
伊
那
（
富
永

・
中
村
・
柴
）

▽
遠
的　

高
校
個
人

①
大
池
真
捺
（
塩
尻
志
学
館
）
②
前
田
洋
介

（
松
本
県
ヶ
丘
）
③
赤
岩
駿
也
（
塩
尻
志
学
館
）

▽
遠
的　

一
般
個
人

①
寺
島
信
夫
（
松
本
）
②
小
林
大
志
（
国
体
）

③
杉
田
博
（
松
本
）　
　
 　

―
関
澤
喜
内
―

○
４
月　

日
／
飯
山
市
弓
道
場

29

　
　

参
加
者　

高
校　

名　

一
般　

名

538

61

　
　
　
　
　
　

中
学　

名
11

▽
高
校
男
子
団
体

①
長
野
西
Ｃ
（
古
澤
・
植
村
・
山
田
・
山
崎

・
中
島
）
②
長
野
日
大
Ｂ
（
倉
石
・
上
原
・

清
水
・
船
田
・
川
口
）
③
須
坂
Ａ
（
青
木
・

中
山
・
伊
藤
・
山
�
・
関
）

▽
高
校
女
子
団
体

①
長
野
商
業
Ｃ
（
廣
田
・
高
尾
・
丸
田
・
風

間
・
原
山
）
②
皐
月
（
市
村
・
阿
部
・
立
岡

・
福
原
・
佐
藤
）
③
長
野
吉
田
Ｃ
（
込
山
・

山
岸
・
高
橋
・
小
林
・
竹
内
）

▽
高
校
男
子
個
人

①
的
場
拓
馬
（
長
野
高
専
）
②
小
穴
浩
史

（
屋
代
）
③
植
村
健
一
郎
（
長
野
西
）

▽
高
校
女
子
個
人

①
田
島
亜
衣
（
長
野
南
）
②
佐
藤
弘
奈
（
皐

月
）
③
原
山
慶
子
（
長
野
商
業
）

▽
中
学
男
子
個
人

①
小
杉
竜
二
（
長
野
日
大
）
②
遠
藤
融
成

（
大
岡
中
）
③
堀
内
竜
太
郎
（
長
野
日
大
）

▽
中
学
女
子
個
人

①
山
井
彩
乃
（
長
野
日
大
）
②
吉
川
優
希

（
長
野
日
大
）
③
永
江
有
子
（
長
野
日
大
）

▽
一
般
男
子
個
人

①
北
村
栄
吉
（
長
野
）
②
林
英
彦
（
中
高
）

③
麻
田
順
道
（
小
千
谷
）

▽
一
般
女
子
個
人

①
清
水
和
代
（
飯
山
）
②
武
田
礼
子
（
中
高
）

③
宮
島
さ
お
り
（
長
野
）

―
石
田　

真
―

○
５
月　

日
／
佐
久
市
営
臼
田
稲
荷
山
弓
道
場

18

　
　

参
加
者　

高
校　

名　

一
般　

名

84

62

▽
一
般
団
体

①
上
田
城
跡
公
園
（
森
山
・
高
橋
・
小
林
・

宮
崎
）
②
混
成
Ｂ
（
市
川
・
中
村
・
清
水
・

小
山
）
③
上
小
（
高
木
・
戸
田
・
飛
知
和
・

村
山
）

▽
高
校
団
体

①
岩
村
田
Ａ
（
井
出
・
谷
津
・
斉
藤
・
内
藤
）

②
佐
久
長
聖
Ｄ
（
小
平
・
篠
原
・
柳
沢
・
小
林
）

③
岩
村
田
Ｂ
（
井
出
・
掛
川
・
木
内
・
佐
塚
）

▽
一
般
個
人

①
宮
崎
完
（
上
小
）
②
中
村
宏
（
諏
訪
）
③

市
川
隆
光
（
諏
訪
）

▽
射
技
優
秀
賞

桜
山
美
沙
季
（
岩
村
田
）
斉
藤
秀
和
（
岩
村

田
）
井
出
陽
香
（
岩
村
田
）
篠
原
啓
晃
（
佐

久
長
聖
）
森
山
敏
広
（
上
小
）―

日
向　

力
―

○
５
月　

日
／
中
野
市
営
弓
道
場

31

　
　

参
加
者　
　

名
45

▽
一
般
個
人

①
原　

深
雪
（
諏
訪
）
②
吉
田
博
之
（
松
本
）

③
亀
岡
英
司
（
南
佐
久
）

―
土
屋
義
雄
―

○
６
月
１
日
／
上
田
城
跡
公
園
弓
道
場

　
　

参
加
者　

高
校
生　

名　

一
般　

名

315

57

▽
高
校
男
子
団
体

①
上
田
東
Ａ
（
大
平
・
西
川
・
宮
島
）
②
長

野
西
Ａ
（
古
澤
・
中
山
・
荒
井
）
③
上
田
東

Ｅ
（
柳
沢
・
北
川
・
赤
羽
）

▽
高
校
女
子
団
体

①
岩
村
田
Ｄ
（
依
田
・
小
林
・
篠
原
）
②
上

田
東
Ｄ
（
長
井
・
稲
崎
・
龍
野
）
③
中
野
西

Ａ
（
山
本
・
滝
澤
・
中
林
）

▽
一
般
団
体

①
上
田
Ａ
（
高
橋
・
宮
崎
・
春
原
・
小
林
・

森
山
）
②
電
電
丸
子
（
高
木
・
戸
田
・
飛
知

和
・
宮
坂
・
柳
沢
）
③
長
野
大
学
Ａ
（
望
月

・
小
池
・
蓑
輪
・
茂
木
・
為
川
）

▽
一
般
個
人

①
宮
島
さ
お
り
②
高
木
涼
子
③
今
井
誠
一
④

小
林
博
正
⑤
内
山
貴
之　
　

―
内
山
幸
三
―
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さ
く
ら
の
季
節
も
駆
け
足
で
過
ぎ
去
り
、

夏
に
向
か
っ
て
季
節
が
移
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
急
に
真
夏
の
よ
う
に
暑
い
日
が
あ
る
と

思
う
と
、
北
海
道
や
標
高
の
高
い
所
で
雪
が

降
っ
て
み
た
り
、
体
調
を
崩
し
や
す
い
寒
暖

の
変
化
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

弓
道
な
が
の
第　

号
を
お
届
け
す
る
運
び

26

と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
す
ま
す
の
紙
面
充

実
の
た
め
、
会
員
の
皆
様
か
ら
様
々
な
記
事

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
か
ら
丸
六
年
経
過
し
、

七
年
目
に
入
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ア
ク
セ

ス
件
数
は
九
万
件
に
達
し
、
今
年
中
に
十
万

件
の
大
台
に
到
達
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

あ
ま
り
変
わ
り
ば
え
の
し
な
い
内
容
と
反
省

し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
情
報
の
提

供
に
支
え
ら
れ
て
更
新
し
て
お
り
ま
す
。
更

に
迅
速
で
多
量
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
な
お
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
い

た
だ
く
と
こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。　
　
              
（
飯
田
秀
樹
）
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○
６
月
７
日
／
山
ノ
内
弓
道
場

　
　

参
加
者　
　

名
31

①
池
上　

武
（
山
ノ
内
町
）
②
長
岡　

昌

（
上
田
市
）
③
丸
山
萬
佐
巳
（
安
曇
野
市
）

敢
闘
賞　

金
メ
ダ
ル
山
崎
利
八（
長
野
市
）　

銀
メ
ダ
ル
井
堀
孝
雄（
長
野
市
）　

銅
メ
ダ
ル

土
屋
義
雄
（
中
野
市
）

―
宮
阪
和
久
―

○
６
月
８
日
／
山
ノ
内
弓
道
場

　
　

参
加
者　

高
校　

名　

一
般　

名

75

19

▽
高
校
男
子
団
体

①
長
野
西
（
小
林
・
幅
下
・
松
澤
）
②
須
坂

東
Ｂ
（
丹
後
・
勝
山
・
山
岸
）
③
松
代
Ｂ

（
日
下
・
塚
田
・
安
藤
）

▽
高
校
女
子
団
体

①
長
野
東
Ａ
（
鵜
野
・
仁
科
・
滝
澤
）
②
長

野
工
業
Ａ
（
清
野
・
伊
藤
・
小
林
）
③
須
坂

東
Ａ
（
矢
野
・
中
村
・
清
水
）

▽
一
般
個
人

①
林　

英
彦
（
中
野
市
）
②
池
上　

武
（
山

ノ
内
町
）
③
徳
竹
光
春
（
中
野
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
宮
阪
和
久
―

○
６
月
８
日
／
丸
子
町
澄
心
館
弓
道
場

　
　

参
加
者　
　

名
60

団
体
の
部

①
東
海
弓
心
会
（
関
・
森
山
・
中
川
）
②
上

田
城
（
高
橋
・
春
原
・
宮
崎
）
③
長
野
大
学

Ａ
（
望
月
・
蓑
輪
・
茂
木
）

個
人
の
部

①
戸
田
裕
子
②
岡
田
宏
之
③
市
川
隆
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
鷹
野
良
信
―
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◎
論
文
・
随
筆
・
弓
矢
に
か
か
わ
る
各
地

の
祭
事
や
神
事
・
歴
史
な
ど
な
ん
で
も

結
構
で
す
。

〇
大
会
の
写
真
も
紙
面
を
生
か
し
ま
す
。ぜ
ひ

傑
作
が
あ
り
ま
し
た
ら
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

〇
提
言
、
ご
意
見
、
ご
要
望
も
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
検
討
の
う
え
積
極
的
に
紙
面

づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

宛
先
は
各
地
区
選
出
の
広
報
部
員
ま
で
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事
業
計
画
書
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正

く
だ
さ
い
。

役
員
名
簿　

理
事 
山
口
安
彦 
電
話
０
２
６
５

�
３
０
４
７

評
議
員
名
簿　

佐
久
支
部　

倉
島　

裕


